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ここは何の花の説明でしょうか。
しかしながらパッと見て並んでいる単語はお花の話ではなさそうですが。

fsdaqaaqab bpaqda bfair baar nadagbsand bpaab dafaadaum sar bfb
フスダクアアガブ(花名)やブプアクダ(花名)は新しい場所に広範にある。
隅でない決りではあるが、風の多い古い家では蕾が育つ。 (枕詞の一行)

dafb badar bfdaumsb nadaqb qdaumsaum daftttk saum k dafar sum
争いが土地毎のブフダウム国は統治が無く、小さな家の指導者は貧しい約束だった。
指導者は後に豊かな土地の結果を出した。

faadafbatb nadafb daqaadaum faadasb nadafazi daqb bfdaumsb
良い豊かさが変化したのは、争いの無い自立的な家はフアアトダ国だった。
小さく無く混乱し支配したのはブフダウム国だった。

umbadapaab nadaqb nadafaab dafb sar dafb sazi baafadas
纏まった沢山の人には支配が無く、長期ではない人には争いがあったが、
ボスは争いをまとめることができた。人が合流する出入りだった。

daqb aadar daqaaaum daqaaar badar fdaum bqair bfaasazi
支配の所有農地は自立希望で自立的な土地となった。
農地毎に良い家が古い場所にあった。新しい集まりが可能だった。

sand batsand nadasaumsb aadaqazi dafqqdarsb daqaadaum sb
国土は多くの国土でナダスアアウム国には幾らかの自立が可能であった。
ダフアアダアラ国は自立的な家で集まりが小さかった。

nadaqbab nadaqadazi saumk badasaizi faaazi sdasb bqttb saizi azi
自立していない領土の無費用の役割(名誉職)は指導者であった。後に約束に驚いた。
良い可能性のスダ国は古くない国で、驚くほどの可能性があった。

daraattb sdar batb qdazi k aattb saaazi sand
農地に国を設け、集めた農地は変化した。小さな役目の後、国を加え、
幾らか可能な国土となった。


